
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和５年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○　「わかる授業」を基盤とした基礎・基
本的な学習内容の確実な定着

〇　「授業中、めあてをもって学習し、学
習した内容を振り返ることができている」
と回答した児童80％以上

・　「学力向上対策４つの取組」リーフレットを
踏まえ、「授業づくりのステップ１・２・３」を活
用して、全教科においてめあてを提示し、学
びの振り返りを設定する。
・　学力向上だよりを発行し、保護者の理解
を得る。

B

・76.7％の児童がめあてをもって学習し、学習後のふり
かえりを行っていると回答した。めあてはどのクラスで
ももたせることができているが、教師主導によりめあて
を設定している。教師は、児童自らがめあてをたてるこ
とができるような発問を工夫したり、授業のふりかえり
が毎時間行えるような時間コントロールを設定したりし
て、「わかる授業」の基盤を作る。

B

・８１．２％の児童がめあてをもって学習していると
回答した。県教委が出す「授業づくりのステップ１・
２・３」を活用して、どの学年、どの教員でも同様の
授業の流れを作り、児童がスムーズに授業に臨め
ることはできた。若手教員が増え、授業づくりに悩
むこともあるので、来年度は若手教員のための授
業づくりの研修等を進めていきたい。

B

・授業参観をしていて、学年によって様々な雰
囲気が見られた。低学年は、もう少し落ち着い
て学習に取り組めると良い。
・学習環境整備などに全職員が共通理解のも
と学校教育に取り組んでいる。

学力向上コーディネーター
研究主任

〇　校内研究を中心とした授業改善に
向けた共通理解と共通実践

〇　「総合的な学習の時間・生活科の学
習が楽しい」と回答した児童80％以上

・　学習指導要領に根差した学びや指導法、
学習過程等の共通理解を図り、研修を取り
入れることで授業実践を行う。 B

・92.3％の児童が「総合的な学習の時間」が楽しいと回
答している。様々な体験を楽しむ児童は増えているが、
体験を通して問いや課題に結びつけられない児童が多
い。個々の児童が学びに向かうための授業実践研究を
深めていきたい。

A
・89.9％の児童が「総合的な学習の時間」が楽しいと回
答した。後期は、体験活動よりも学習のまとめに繋げる
活動が多く、自分が何を学びどう感じたのか、今後どう
したいのかという深い学びに繋げられない児童が多
かったのではないかと感じる。

A
・家庭ではゲーム等の時間が長くなっているこ
ともあり、物事を深く考えない子どもが多くなっ
ている。どのような学びをしていくのか、総合
的な学習の時間を通して学んでほしい。

学力向上コーディネーター
研究主任

●　児童生徒が、自他の生命を尊重す
る心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

〇　心の教育に関するアンケートにおい
て、肯定的な回答をした児童８０％以上

・　ふれあい道徳の実施
・　道徳科の授業づくりや、人権・同和教育
の実践に関する校内研修等を実施する。 B

・心の教育に関するアンケートにおいて、89.5％の児童
が肯定的な回答をした。引き続き、道徳科の授業や
日々の教育活動を、しっかりとしたねらいを定めて実施
し、更なる心の教育の充実を図りたい。

A
・94.2％の児童が肯定的な回答をした。クラスの中で、
友達と様々な関わりを経て互いを思いやることを学ん
だ。一方で、相手を傷つけるような言動を浴びせる児童
もいるので、今後も継続的に心の教育の充実を図りた
い。

A
・道徳的心情を育む教育活動について、よく
実践されていると感じる。

道徳教育推進教師

●　いじめの早期発見、早期対応に向
けた取組の充実

○　教育相談及びいじめ防止等につい
て組織的な対応ができていると回答した
教員80％以上

・　いじめ防止マニュアル等に基づいた未然
防止と早期発見による共通理解を図る。
・　毎週の連絡会で情報共有を図り、必要に
応じてケース会議を行い、職員全体で支援
体制を整える。
・　生活実態調査を年に２回実施し、児童の
状況を把握する。
・　教育相談月間で個人面談を実施し、児童
理解に努める。
・　教育相談だよりの発行により、スクールカ
ウンセラー等の教育相談の体制について、
児童や保護者に理解を促す。

B

・95.2％の教職員が、いじめの早期発見、早期対
応体制の充実に努めていると回答した。学校教育
全体を通して、複数の目で児童の観察を行い、情
報共有に努めたい。
・年２回の教育相談週間を設定し、児童と担任の１
対１で面談をする時間は非常に有効であった。
・児童の気になる言動を、週１回の連絡会で情報
共有し、実情に応じて特別支援に繋げたり、保護
者やSSW・SCに働きかけたりし、早期対応を心が
けた。
・SCやSSWの来校を利用し、心に悩みを抱えた児
童に寄り添い楽しく学校に通える環境作りを行う。

B

・98％以上の教職員がいじめの早期発見、早期対
応体制の充実に努めていると回答した。複数の目
で児童の観察を行い、情報共有を行った。週１回
の連絡会での情報共有から、必要に応じてケース
会議やSC、SSWに繋ぐこともできた。
・児童と担任で行う年２回の教育相談週間は来年
度も継続していきたい。
・保護者とも密に連携をとり、家庭での様子と学校
での様子を互いに細やかに連絡を取り合い、児童
の様子に気を配ることができるような体制作りを行
いたい。

B

・「学校は、いじめの発見、早期対応体制の充
実に努めている」のアンケートでは、おおむね
実践されているという評価であった。学校、地
域が同一方向を向いて子育てをしていくことを
常に考えていきたい。
・家庭でも「言葉遣い」については、考えてい
かなければいけない。親が子どもにかける言
葉遣いが、学校生活にも大きな影響を与えて
いることがある。

道徳教育推進教師
生徒指導
教育相談

◎　児童が夢や目標を持ち、その実現
に向けて意欲的に取り組もうとするため
の教育活動。

●　「先生はあなたのよいところを認め
てくれていると思う」と回答した児童80％
以上
●　「将来の夢や目標をもっている」につ
いて肯定的な回答をした児童80％以上

・　全教育活動を通して、自分の夢や目標の
実現を目指して意欲的に取り組もうとする態
度を育むキャリア教育を推進する。
・　コミュニティースクールを活用し、学校と地
域が一体となった体験活動等により、郷土へ
の誇りと愛情を育む。

B

・84.4％の児童が先生に自分のいいところを認めら
れていると回答した。引き続き、教員が児童一人
一人の成長を認め励まし、やる気につながる手だ
てをとりたい。
・82.4％の児童が将来の夢や希望をもっていると
回答した。地域の力を借りながら、発達段階に応じ
た体験学習を仕組み、地域への愛着を感じる活動
を行っていきたい。

B

・78.3％の児童が先生に自分のいいところを認めら
れていると回答した。中間評価より若干下がってい
る。担任のみならず、児童の様々な活躍を全職員
で認め励ます体制を整えたい。
・88.5％の児童が将来の夢や希望をもっていると
回答した。コロナ禍が明け今年度は活動もできる
ようになったので、来年度は、学校と地域が一体と
なった体験活動を仕組みたい。

B

・「学校は、児童が夢や希望をもち、その実現
に向けて意欲的に取り組もうとするための教
育活動に取り組んでいる」のアンケートでは、
おおむね良いという評価であった。今後は学
校、地域が協働し、コミュニティースクールとし
てより地域への関心を高めていきたい。

教頭

●　「運動習慣の改善や定着化」 ●　授業以外で運動やスポーツを行う時
間が１週間で420分以上の児童60％以
上

・　運動の楽しさを実感できる体育の授業づ
くりを行い、学習との関連付けにより運動の
日常化を図る。
・　縦割り班活動を通し、体を動かすことの楽
しさを取り入れた活動を実践していく。

B

・65.1％の児童が１週間で４２０分以上運動やスポーツ
に親しんでいると回答した。あまりあてはまらないと回
答した児童が２５％おり、運動に親しむ子とそうでない
子の二極化が見られる。縦割り班活動や集団活動を通
して、外遊びの楽しさを味わわせ、様々な運動に関わ
る環境作りを行いたい。

A

・79.7％の児童が１週間で４２０分以上運動や
スポーツに親しんでいると回答した。１年間を
通して、休み時間に外で遊ぶ児童は非常に多
いと感じる。今後も体を動かすことの楽しさを
取り入れた活動を実践していきたい。

A

・元気に外遊びができる児童が多いことはと
てもよい。これからも続くようにしてほしい。コ
ミュニティーセンターが主催する行事にも積極
的に参加させてほしい。

体育主任

○　望ましい食習慣と基本的生活習慣
の形成

○　朝食を摂って登校する児童を80％
から85％に増やす。

・　生活実態調査を実施し、食育に対する意
識を向上させる。
・　ほけんだよりにて啓発する。 B

・生活実態調査により、85.4％の児童が、毎日朝食
を食べてきていると回答した。数値目標は達成して
いるが、更に朝食の必要性を啓発し、90％以上を
めざしたい。

A
・９１．４％の児童が朝食を毎日（ほぼ毎日）食
べてきていると回答した。朝食の大切さについ
ては栄養教諭と連携を取りながら今後も継続
して指導を行いたい。

A
・核家族化が進み、それぞれの家庭で食事の
摂り方は様々である。学校で、朝ごはんの大
切さを学び、家庭に繋げてほしい。

給食担当
食育担当

●　業務効率化の推進と時間外在校等
時間の削減

●　教育委員会規則に掲げる時間外在
校等時間の上限を遵守する。
　　　　　　　　　　（月４５時間、年間３６０
時間）

・　定時退勤日の設定と年休等の取得促進
を図る。
・　校時程を有効活用し、学級事務・成績処
理の時間の確保に努める。 C

・毎週水曜・金曜の定時退勤日には退勤時刻を提示し
た。
・学級事務処理等の文書はできる限り簡潔に、全クラ
ス共通の物を使用するようにした。
・時間外在校等時間の上限を超えている職員が数名い
るため、業務内容等の確認、見直し等を図りたい。

B

・職員連絡会等で、1日の業務を計画的に行う
ことや業務終了の時間を決めること等を共通
理解した。しかし、時間外在校等時間の上限
を超えている職員についてはまだいる状況で
ある。

B

・１日の業務を計画的に進められるよう、これ
からも改善を図ってほしい。

教頭

○　業務改善と環境整備に向けた取組 〇　働き方に対する改善が図れたと考え
る教員８０％以上

・　校務分掌に沿った各部会の業務内容、役
割分担の見直し、再編成を図るとともに、適
宜、組織の点検、改善を行う。 B

・アンケート調査による働き方に対する改善が図れたと
答えた職員は、66.6％だった。効率よく仕事を進める工
夫として、夏季休業中、職員作業で、職員室・教具室の
整理整頓と物の置き場の定置を決めた。

B
・夏季休業中に備品や教材の大幅な整理を行った
り、授業時数を確保した上で校時を変更したりする
ことで、働きやすい環境作りを行い、70.6％の教職
員が、働き方に対する改善が図れていると回答し
た。

B
・働き方改革について、保護者や地域でもより
一層理解を図られるようにしていく必要があ
る。

教頭

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○特別支援教育の充実

○　教員の専門性と意識の向上 〇　特別支援に関する知識や支援の在
り方が向上したと考える教員８０％以上

・　個別の支援計画に基づく支援体制を構築
し、校内の連携を図る。
・　特別支援教育に関する研修会、ケース会
議等を開催し、情報の共有化を図る。 A

・「特別支援に関する知識や支援のあり方の向上」につ
いて，職員の85%が゜「だいたいできた」以上であった。
「個別の支援計画」の定期的な見直しやケース会議等
を通して，職員間で情報交換を頻繁に行い，児童理解
に努めることとができた。今後は，関係機関との連携を
より密にしながら支援体制を整えていく。

A

・94.2％の職員が「特別支援に関する知識や
支援の在り方が向上したと回答した。ケース
会議等を行い、通常学級において困り感を抱
える児童の対応について、特別支援コーディ
ネーターを中心に共通理解を図り、対応でき
ている。

A

・児童一人一人に配慮した教育活動がなされ
ていると思う。特別支援教育について、より一
層の理解と協力を地域全体でもしていく。

特別支援教育コーディネー
ター

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・校内研究（総合的な学習の時間）1年目の研修に取り組み、成果と課題を踏まえて次年度への研究に繋げていきたい。また、学力向上に関して、まずは「音読の力」をつけさせ、「はっきり読むこと」「正しく読むこと」ができる児童を育成し、基礎学力の定着を図る。
・教育相談に関して、「教育相談」「特別支援教育部」「生徒指導」が相互に関わり、情報交換、情報共有を図りながら、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーに繋げる。
・地域人材、地域産業、郷土の歴史を取り入れた教材開発に取り組み、コミュニティースクールならではの教育実践を進める。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・　校内研究（算数）を中心とした授業実践を通して、学習指導要領に根ざした学びやその指導法、学習過程等の共通理解を図ることができた。成果と課題を明確に整理し、家庭学習の定着と活用する力の育成に向けて「学び合い」を取り入れた学習活動を実践するとともに、他教科、領域での活用を図る。

・　教育相談や特別支援教育及び個別の支援について、学校全体での体制作りや組織的な対応、職員間での共通理解について取り組むことができた。また、保護者や関係機関と連携を密にとり、協力しながらその子に合った指導や体制づくりを進めることができた。今後は、専門機関からの指導などを取り入れながら、更に充実を図

る。

・　地域人材や地域産業、郷土の歴史等を取り入れた教材開発に取り組み、コミュニティースクールならではの教育実践を進める。

２　学校教育目標 　　進んで学び、心やさしく、たくましい児童の育成　　　　《校訓》心きびきび　精いっぱい

３　本年度の重点目標

①　「わかる授業」を基盤とした基礎・基本的な学習内容の確実な定着（家庭との連携による基本的な生活習慣と学習習慣の確率）

②　学校及び家庭の教育力を高める組織的な教育相談体制の確立と個別の支援体制の充実（いじめの未然防止等を含む）

③　運動の楽しさを実感できる体育学習の充実と運動の日常化（体つくりの奨励等）

学校名 伊万里市立二里小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

●学力の向上

学校評価表作成について変更した点は朱書きしています


